
並ぶ必要ある？

予約システム
で解決できるのでは？

構築費・維持費は

0円
だれでも簡単に。

シンプルなUI

①受付で予約
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⇒情報技術の土壌を作る！
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のでこのシステムはとてもよかったと思います。

長蛇の列が出来なくて
休憩所の前の廊下が通りやすかったし、

待ってる間に他の事が出来た

-アンケートの声-
-結果-

③受取完了！

開発背景

学園祭予約システム
日出学園 5年5組1番 片山友貴

待機時間短縮の為の

購入待機列が長い！
購入個数を伝える→できるまで待機→支払い、、、

提供準備ができたら呼び出す

商品提供までずっと

特徴
校則に合わせた

柔軟な運用

データ集積入力 サーバー構築 描画

-----使用サービス-----

構築

生徒はスマホを使えない為
LINE予約以外にもTV表示

呼出を追加。

TV呼出は2000人まで対応。
無料枠以内に抑えた構成。

直感的かつシンプルなUI。
最小限だが柔軟性◎

0円

上記の「受付画面」を使い予約を開始する。
ここで氏名と人数、注文内容とLINE呼出の

有無を決定、
あらかじめ印刷された番号札を渡す。

LINE呼出を希望した場合、
友達登録用のQRコードを表示、チャットに
て番号を入力してもらい紐づけをする。

②呼出 LINEへの通知、TVの表示で呼出。
会計画面の左上にある呼出ボタンで呼出。
呼出後、会計を行い商品を受け渡す。

会計画面の検索欄に番号札の番号を打つ
ことで簡単に注文商品の確認を行い、
そこで取引終了ボタンを押す。

5万円上昇！

せっかくシステムがうまく行ったのに、、、

校則改正
システム満足度

91.3%
継続利用意向率

95.7%

※双方母数は23人。公式LINEから配信のアンケートに基づく。

※単純比較は不可能だが一つ作るのににかかる時間はほぼ同じ。

データの「書き込み」、例えば『新規予約の登録』や『ステータスの更新』は、すべて中央のRenderサーバーを経由。
これによりデータの整合性を保ち、LINE通知のような複雑な処理もバックエンドで一元管理できる、堅牢なシステムを実現。

従来のように『5秒ごとにサーバーに問い合わせる（ポーリング）』方法は、読み取り回数が膨大になり、コストと速度に課題。
⇒FirestoreのonSnapshotリスナーを採用。

管理画面等のフロントエンドはRenderサーバーを介さずにFirebaseから直接、かつリアルタイムにデータの更新情報を受取。
データが変更された瞬間、画面が自動で更新されるため、ユーザーは常に最新の情報を確認できる！

この設計により、サーバーの負荷を最小限に抑えつつ、Firestoreの読み取り回数を劇的に削減することに成功。

-実際の動作画面-

左上:会計画面 右上:受付画面 下:TV呼出画面
会計画面

スムーズな会計の為に検索欄を設置。
もし顧客の方が番号札をなくしても名前を検索することで対応可能。更に受取済をリストから削除することもできる為、混乱しづらい設計。
上の欄では何人呼び出すかを決定でき、その人数に従ってシステム側が自動で番号を呼び出す。販売状況も分かる為情報共有も容易。

受付画面
注文欄の残り在庫数は連動するため、受付を複数設置することも可能。できる限りボタン数と入力箇所を減らすことでミスを防止。

TV画面
多くの番号が表示されることを想定して、連続した番号は「1〜20」のように省略表示し、

さらに呼び出してから10分たった番号は小さく表示することで画面から溢れないように構成した。

⇛目的も達成！

校則で生徒は「スマホ使用禁止」だからLINE予約できない！

来年の学園祭では
生徒にもLINE予約をしてもらいたい

他にも...GEMINIとの連携によるAIおすすめクラス紹介、複数クラスでの運用を構想中！


